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㈱：欄撚鯛器

人口49，957

　男25，861

　女26，096

世帯数　9，226

第2期固定資産税

納期7月31日
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第　二　回

定例市議会

追
加
更
正
予
算
等
を
可
決

飯
山
線
改
善
要
望
を
決
議

　
第
二
回
十
日
町
市
議
会
定
例
会
は
訳
を
見
ま
す
と
、
土
木
費
で
は
災
害

去
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
自
ま
で
復
旧
費
百
三
十
三
万
円
を
含
め
百
七
■

の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
、
十
三
万
四
千
円
を
追
加
し
、
教
育
費

た
。
こ
の
議
会
で
は
第
一
日
目
の
二
で
六
百
十
五
万
一
千
六
百
円
、
産
業

十
七
H
ほ
ガ
ス
問
題
、
辺
地
振
興
特
経
，
済
費
六
十
二
万
七
千
八
百
円
な
ど

別
措
置
法
、
し
尿
処
趣
、
小
巾
学
校
で
あ
り
ま
す
。

の
教
育
状
況
な
ど
二
十
二
項
目
の
一
…
▽
以
上
の
財
源
と
し
て
才
入
の
部
で

般
質
問
が
出
さ
れ
、
終
H
熱
心
な
論
は
追
加
更
正
予
算
額
一
千
八
十
一
万

議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
九
千
円
、
そ
の
内
訳
は
市
税
で
固
定

　
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
昭
和
三
十
資
産
税
、
た
ぱ
こ
消
費
税
の
六
百
五

七
年
度
†
日
町
市
才
入
才
川
追
加
更
十
万
円
、
地
万
交
付
税
で
三
百
十
二

正
予
算
を
は
じ
め
、
特
別
職
の
給
与
万
六
千
円
の
追
加
な
ど
が
主
な
も
の

や
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
で
あ
り
ま
す
，

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
配
な
ど
　
一
、
十
日
町
市
特
別
職
の
職
員
の
給

十
六
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
贋
審
議
　
　
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

の
う
ち
そ
れ
ん
～
可
決
さ
れ
ま
し
　
　
す
る
条
例

た
。
次
は
そ
の
あ
ら
ま
し
て
す
。
　
　
特
別
職
の
給
与
が
次
の
と
お
り
改
正

一
、
昭
和
三
十
七
年
度
卜
日
和
甫
追
さ
れ
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
改
正
前
。

　
加
更
正
予
算
に
つ
い
て
　
　
　
　
市
長
給
料
月
額
　
七
万
五
千
円
（
六

▽
才
出
の
部
で
は
追
棚
申
『
．
争
算
額
万
五
千
円
）

一
千
八
十
万
九
千
円
、
そ
の
主
な
内
助
役
給
料
月
額
五
万
三
千
円
（
四

国
保
の
加
入
、
脱
退
の

　
　
　
　
届
出
は
十
日
以
内
に

　
国
保
へ
加
入
脱
退
の
次
の
事
由
が

生
じ
た
場
合
、
十
日
以
内
に
市
役
所

の
市
民
裸
叉
は
出
張
所
に
届
出
て
下

・
さ
い
。

1
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
脱
退

　
し
た
場
合

2
、
転
唱
転
入
、
叉
は
陶
内
住
所
の

　
異
動
の
場
合

3
、
世
帯
愛
更
の
場
合
及
び
氏
名
変

「
更
の
場
合

…
又
出
生
は
十
四
日
以
内
、
死
亡
は
七

㎜
日
以
内
に
届
出
で
下
さ
い
。

㎜
　
以
上
の
届
出
手
続
き
を
し
な
い
と

『
法
に
よ
る
罰
則
が
あ
る
ば
か
り
で
な

㎜
く
、
国
保
の
半
額
給
付
も
受
け
ら
れ

㎜
ま
せ
ん
し
、
逆
に
保
険
料
の
へ
口
書
が
、

磨
さ
れ
た
り
し
ま
す
．

万
五
千
円
）

収
入
役
　
四
万
八
千
円
（
四
万
円
）

一
、
十
日
町
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

警
長
給
料
月
額
四
万
三
千
』

（
三
万
六
千
円
）
　
　
　
　
　
　
　
一

享
日
町
市
議
会
の
議
員
の
墨

　
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
す
る
業
例
制
定

議
長
報
酬
月
額
　
二
万
円
（
一
万
五
　

千
）
　
　
　
　
　
　
㎝

副
議
長
報
酬
月
額

（
一
万
二
千
円
）

議
員
報
酬
月
額

万
円
）

一
、

一
万
七
千
円

一
万
五
千
円
（
一

　
　
工
事
請
負
締
結
に
つ
い
て

十
日
町
小
学
校
体
育
舘
新
築
工
事
一

千
五
百
七
十
六
万
円
で
生
研
建
設
、

十
日
町
小
学
校
新
築
第
三
期
管
理
棟

渡
り
廊
下
一
千
八
十
一
万
円
で
加
賀
■

田
組
に
そ
れ
ぐ
請
負
契
約
の
締
結

を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
巡
回

診
療
車
な
ど
の
購
入
契
約
締
結
も
決

め
ま
し
た
。
尚
議
会
で
柳
宗
平
議
員

一
ほ
か
五
議
員
か
ら
国
鉄
飯
山
線
の
改

”
善
に
関
す
る
要
望
決
議
書
が
提
出
さ

れ
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し

、
た
。
決
議
文
の
内
容
は
次
ぎ
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

　
　
「
国
鉄
飯
山
線
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
多
年
に
わ
た
り
。
そ
の
改
蕩
を

要
望
し
て
き
た
が
未
だ
に
そ
の
実
現

一
　
住
民
登
録
法
と
は
、
市
町
村
役
場

で
そ
の
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
人
友

の
居
住
関
係
を
住
民
票
と
い
う
公
簿

に
記
載
し
て
、
住
民
の
社
会
生
活
の

利
便
を
図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
役

場
で
も
常
時
住
民
を
把
握
し
、
こ
れ

を
基
礎
に
し
て
あ
ら
ゆ
る
行
政
事
務

を
誤
り
な
く
、
し
か
も
簡
単
に
処
理

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
法
律
で
す
。
で
す
か
ら
本
籍
地

に
住
ん
で
い
る
人
も
、
本
籍
で
な
い

他
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
も
日

本
人
で
あ
る
限
り
全
部
の
人
女
が
そ

の
住
ん
で
い
る
市
町
村
役
場
で
住
民

登
録
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
は
住
民
登
録
は
ど
の
よ
う
な
場
合

に
す
る
か
、
届
出
期
間
は
何
日
以
内

か
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
と
ど
ん

な
利
益
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
｝
、
届
出
を
必
要
と
す
る
場
合

1
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
時

（
届
出
期
間
†
四
日
以
内
、
○
○
而

か
ら
当
市
町
村
に
引
越
し
て
き
た
と

か
。
お
嫁
さ
ん
を
貰
っ
た
と
か
、
お

手
伝
い
さ
ん
を
雇
っ
た
と
か
、
そ
の

他
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
来
た

場
合
等
）
。住
民
登
録

　
　
　
　
　
も
れ
な
く

2
、
同
じ
市
町
村
内
で
も
地
番
の
変

っ
た
と
き
（
届
出
期
間
十
四
日
以
内

同
じ
市
町
村
内
で
引
越
し
た
と
か
、

同
じ
市
町
村
内
で
も
地
番
の
変
っ
た

と
こ
ろ
に
移
っ
た
場
合
等
）
。

3
、
世
帯
主
が
変
っ
た
と
き
（
届
出

期
間
十
四
日
以
内
、
世
帯
主
が
転
出

死
亡
又
は
そ
の
他
の
理
由
で
変
っ
た

場
合
等
）
。

4
、
世
帯
を
分
離
し
た
と
き
（
届
出

期
間
十
四
日
以
内
、
別
れ
て
別
世
帯

を
も
っ
た
場
合
）
。

5
、
世
帯
を
合
併
し
た
時
（
届
出
期

間
十
四
H
ロ
以
内
、
長
男
夫
婦
と
別
世

帯
で
あ
っ
た
の
を
同
一
世
帯
に
し
た

場
合
）
。

はい
た
し
ま
し
よ
う

6
、
日
本
を
離
れ
て
海
外
に
移
住
す

る
と
き
（
世
帯
主
か
ら
あ
ら
か
じ
め

届
出
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
日
本
か

ら
外
国
に
移
住
す
る
と
か
、
長
期
間

の
出
張
の
た
め
日
本
を
離
れ
る
等
の

場
合
）
。

そ
し
て
正
当
な
理
由
が
な
く
て
届
出

を
怠
た
り
ま
す
と
五
百
円
以
下
の
過

料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
8
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
叉
は
保

　
二
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
と
次
険
金
受
領
手
続
き
が
簡
申
に
で
き
ま

　
の
よ
う
な
利
益
が
あ
り
ま
す
。
　
　
す
。

1
、
住
民
票
の
謄
、
抄
本
は
多
く
戸
9
、
公
営
住
宅
に
入
居
申
し
込
み
が

籍
の
謄
抄
瓜
と
し
で
代
用
す
る
こ
と
　
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
m
、
不
動
産
の
登
録
手
続
き
が
簡
単

2
、
住
民
票
の
騰
、
抄
本
に
ょ
っ
て
に
で
き
ま
す
。

居
住
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
1
1
、
自
動
車
の
運
転
免
許
受
験
手
続

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

3
、
印
鑑
登
録
証
明
を
貰
う
こ
と
が
1
2
、
お
早
様
方
の
予
防
接
種
等
の
通

で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
が
誤
り
な
く
き
ま
す
。

4
、
而
役
所
、
県
庁
、
警
察
署
、
保
1
3
、
会
社
等
へ
の
就
職
手
続
き
に
多

健
所
な
ど
か
ら
各
種
免
許
を
貰
う
た
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

め
の
手
続
き
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。
　
1
4
、
そ
の
他
す
べ
て
の
行
政
事
務
に

5
、
郵
便
物
が
誤
り
な
く
配
達
さ
れ
多
く
刹
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
数
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
が

6
、
小
、
中
学
校
の
入
学
通
知
が
誤
も
し
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と
右

り
な
く
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
な
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
で

7
、
各
陣
福
祉
矩
金
受
領
手
続
き
に
き
す
、
い
ろ
く
困
る
場
合
が
あ
り

必
．
要
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

，
＝
…
＝
菖
＝
旧
一
＝
＝
二
…
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
二
＝
一
一
＝
一
＝
陶
＝
＝
＝
＝
陶
＝
＝
…
瞬
＝
情
＝
＝
嗣
＝
＝
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＝
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を
見
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
も
新

潟
県
内
で
あ
り
な
が
ら
県
外
鉄
道
局

の
管
理
下
に
あ
る
た
め
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
当
地
方
後
進
性
の
脱
却

本
市
産
業
の
振
興
、
上
越
線
の
依
存

度
等
か
ら
見
て
も
、
飯
山
線
の
県
内

一
区
間
は
新
潟
鉄
道
局
の
管
轄
区
域
変

一
更
に
よ
り
、
こ
れ
が
改
善
の
早
期
実
，

皿
現
方
を
強
く
要
望
す
る
。
以
上
決
議

㎜
す
る
」
。

肢
体
不
自

由
者

の
巡
回

新
潟
県
と
県
肢
体
不
自
由
児
協
会

が
主
体
と
な
り
県
郡
市
の
社
会
福
祉
一

｝
協
議
会
が
協
力
し
て
肢
体
不
自
由
者

一
の
巡
回
相
談
が
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施

『
さ
れ
ま
す
．

二
、
期
日
七
月
二
十
五
日
（
水
）
午

｝
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

｝
二
、
場
所
　
県
立
十
日
町
病
院

㎜
三
、
参
集
範
囲
　
十
日
町
市
、
中
魚

＝
円

l
I
皇
～
・
壽
ー
ー
ー
ー

夜
ふ
け
ま
で
話
し
合
い

　
　
　
　
　
　
水
沢
合
併
初
の
市
政
懇
談
会

水
沢
合
併
後
、
初
の
市
政
懇
談
会
け
ら
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
は
こ
の
た

は
去
る
六
月
十
三
臼
を
皮
切
り
に
†
．

八
日
ま
で
五
会
場
に
お
い
て
順
次
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
市
域
の
こ
と
だ
け

に
村
山
市
長
は
も
ち
ろ
ん
、
小
川
助
－

役
、
高
木
収
入
役
な
ど
三
役
の
ほ
か

樋
口
市
議
会
議
長
、
各
課
長
全
員
出

席
し
て
そ
れ
ぐ
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
各
会
場
と
も
は
じ
め
て
の
懇
談

会
と
あ
っ
て
参
集
者
が
多
く
、
話
し

合
い
も
深
更
の
十
一
時
過
ぎ
ま
で
続

め
熱
心
な
意
見
や
要
望
が
続
出
し
、

市
長
を
は
じ
め
各
課
長
の
回
答
も
慎

重
な
、
面
持
ち
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
や
は
り
そ
れ
ぐ
の
地
域
の
関

．
係
の
深
い
問
題
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
道
路
や
橋
な
ど
が
共
通
し
た

事
項
で
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
懇
談

会
を
終
り
ま
し
た
。
　
【
写
真
は
姿
、

安
養
寺
地
域
の
会
場
】

相
談

四
、
診
療
科
目
　
整
形
外
科

五
、
対
象
者
　
肢
体
不
自
由
者
（
戦

、
傷
者
も
含
む
）
及
び
肢
体
．
不
自
田
児

で
つ
ぎ
の
よ
う
な
病
気
の
あ
る
も
の

F
①
骨
の
病
気
、
骨
折
お
よ
び
骨
折
に

一
よ
る
障
害
者
、
骨
膜
及
び
こ
れ
に
よ

る
瞳
害
者
、
脊
柱
カ
リ
エ
ス
、
先
天

藍
変
形
等

｛
②
関
節
の
病
気

③
神
経
系
統
の
病
気
、
脳
性
並
び
に

背
髄
性
小
児
マ
ヒ
及
び
こ
れ
に
よ
る

各
種
変
形
障
害
者

六
、
相
談
担
当
者

新
潟
大
学
医
学
部
整
形
外
科
、
田
島

助
教
授
、
内
山
医
師

新
潟
県
身
体
障
害
者
更
正
相
談
所
、

．
笹
川
医
師

県
立
十
日
町
病
院
、
金
井
整
形
外
科

医
長

七
、
費
用
　
相
談
は
無
料
で
す
。

尚
申
し
込
み
は
二
十
日
ま
で
で
す
が

相
談
日
前
ま
で
受
け
付
け
ま
す
の
で

市
社
会
福
祉
事
務
所
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

難
羅
醐
雛
形
、
叉
は
』
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し
め
や
か
に
慰
霊
祭

中
山
先
生
の
め
い
ふ
く
を
祈
る

　
名
蓉
市
民
、
故
甲
山
竜
次
先
生
の

御
遺
骨
は
去
る
十
一
日
郷
里
の
十
日

町
市
に
つ
き
、
村
山
市
長
を
は
じ
め

市
内
各
官
々
庁
、
会
社
代
表
の
ほ
か

小
、
中
学
校
生
徒
、
幼
稚
園
児
、
ポ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
な
ど
多
数
が
お
迎
え

い
た
し
ま
し
た
。
翌
十
二
日
は
午
前

九
時
か
ら
市
主
催
の
慰
霊
祭
が
智
泉

寺
で
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
祭
は
御
遺
族
を
は
じ
め
市
内
各

界
代
表
及
び
市
外
か
ら
も
多
数
参
列

し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
が
式
は
東
京

葬
儀
の
模
様
を
記
録
し
た
N
H
K
の

十
六
デ
映
画
が
披
、
露
さ
れ
た
あ
と
祭

主
の
村
山
市
長
の
祭
詞
で
は
じ
め
ら

れ
、
つ
づ
い
て
智
泉
寺
住
職
ほ
か
の

読
経
の
あ
と
県
知
事
代
理
の
高
橋
県

議
、
県
市
長
会
、
県
町
村
会
各
代
表

樋
口
市
議
会
議
長
、
御
遺
族
代
表
ら

が
せ
つ
せ
つ
と
弔
い
の
こ
と
は
を
捧

げ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
市
内
各
代
表

も
次
女
と
焼
香
を
行
な
い
、
郷
土
の

た
め
幾
多
の
業
績
を
残
さ
れ
た
偉
大

な
先
生
の
．
霊
に
対
し
、
そ
れ
ぐ
め

い
ふ
く
を
祈
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
写
真
は
慰
霊
祭
】

消防署のチヤイムで呼びかけ

－
ム
▲
▼
曾
i
ー
ー
－
f

愛の輸血で人命を救う

　
＋
日
町
市
消

防
署
新
庁
舎
に

取
付
け
た
ぱ
か

り

の
チ
ャ
イ
ム

に
よ
る
緊
急
放

送
に
よ
り
尊
い

人
命
が
救
わ
れ

ま
し
た
。

去
る
＋
五
日

夜
、
市
内
川
原

町
愛
晒
寮
に
住

む
小
宮
山
吾
一

さ
ん
麓
一
）
の
長

女
孝
子
さ
ん
（
五

翫
が
寮
二
階
の

非
常
口
か
ら
転
落
し
、
出
血
多
量
で

重
傷
を
負
い
ま
し
た
。
早
速
十
日
町

病
院
に
運
び
ま
し
た
が
孝
午
さ
ん
は

血
液
型
が
A
B
型
で
こ
の
型
の
血
が

病
院
に
な
く
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

チ
ャ
イ
ム
放
送
で
一
般
に
献
血
を
呼

び
か
け
た
結
果
、
約
三
十
人
近
く
が

病
院
に
か
け
つ
け
献
血
を
申
し
出
、

う
ち
市
内
栄
町
斉
木
和
明
さ
ん
か
ら

百
C
C
の
血
を
も
ら
い
ら
い
う
け
無

事
手
術
を
終
え
て
孝
午
さ
ん
は
一
命

を
と
り
と
め
ま
し
た
。

場
＝
＝
一
一
一
零
3
＝
＝
一
＝
＝
＝
器
＝
＝
＝
寄
3
●
呂
2
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
ロ
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
3
3
書
署
書
雪
』

…
十
日
町
橋
が
修
理
の
た
め
　
　
…

…
車
輌
通
行
止
　
　
　
　
　
　
　
…

㎜
　
　
8
月
18
日
か
ら
　
　
　
㎜

…
　
　
8
月
28
日
ま
で
　
　
　
…

車輔通行止
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中
元
融
資
保
証
実
施

新
潟
県
信
用
保
証
協
会
で
は
例
年
に
な
ら
っ
て
去
る
七
月
一
臼
か

ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
目
標
額
四
億
円
と
し
て
つ
ぎ
の
と
お
り
特

別
融
資
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、

一
一
、

三
、

四
、

五
、

山
ハ
、

融
資
保
証
目
標
額
　
四
億
円

融
資
金
融
機
関
　
県
内
の
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
川

金
庫
、
信
用
組
合
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公

庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
各
本
支
店
。

県
内
に
店
舗
　
工
場
夏
は
事
務
所
を
有
し
、
六
ヵ

月
以
上
同
一
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
。

保
証
条
件
イ
、
金
額
個
人
法
人
七
百
万
円
以
内

協
同
組
含
一
千
万
円
以
内

ロ
、
期
聞
原
則
と
し
て
三
ヵ
月
以
内

取
扱
期
問
七
月
一
日
～
八
月
三
＋
一
日

取
扱
窓
ロ
協
会
本
、
支
所
、
金
融
機
関
、
市
町

村
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
。
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た
ば
こ
は

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

代金の一割二分が市に納められ

皆さんのお役に立ちます
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＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
一
＝
3
＝
＝
一
一
＝
＝
3
一
＝
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環
境
衛
生
を
充
分

伝
染
病
予
防
心
得

【
赤
痢
】
赤
蘭
菌
は
手
か
ら
口
へ
入

る
の
で
す
か
ら
、
ま
す
手
を
洗
う
こ

と
で
す
。
調
理
、
食
事
の
前
、
洗
た

く
、
雑
き
ん
が
け
、
用
便
の
あ
と
に

は
必
す
手
を
洗
い
ま
し
よ
う
。

【
日
本
脳
炎
】
こ
の
病
蟹
の
媒
介

は
蚊
で
す
か
ら
、
ま
す
蚊
を
退
治
し
、

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
援
種
を
忘
れ
す
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
小
児
マ
ヒ
】
小
児
マ
ヒ
の
ビ
ー

ル
ス
は
口
か
ら
入
る
の
で
外
出
後
や

就
寝
前
、
食
事
の
前
後
に
は
必
す
手

を
洗
い
、
ウ
ガ
イ
を
励
行
し
て
下
さ

い
。
こ
の
ほ
か
ビ
ー
ル
ス
を
運
ぶ
、

ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
を

退
治
し
て
食
物
に
つ
か
な
い
よ
う
に

台
所
を
清
禦
に
し
ま
し
よ
う
。
こ
の

ほ
か
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
や
投
与

を
受
け
流
行
地
に
近
寄
ら
な
い
こ
と

で
す
。

【
食
中
毒
】
①
食
物
は
な
る
べ
く

煮
て
食
べ
る
。

②
食
物
を
保
倖
す
る
と
き
は
風
通
し

　
の
よ
い
所
へ
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
生
も
の
に
注
意
し
食
べ
す
ぎ
飲
み

　
す
ぎ
を
し
な
い
よ
う
。

④
少
し
で
も
変
だ
と
思
っ
た
ら
惰
し

　
ま
す
に
捨
て
る
こ
と
。

【
環
境
衛
生
】
衛
生
害
虫
の
撲
滅

を
期
し
、
清
潔
の
習
慣
を
つ
け
る
よ

冤
庭
内
簿
る
便
所
の
難

力
、
ハ
エ
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

駆．

芥
、
水
た
ま
り
な
ど
の
処
理
を
行

不
、
薬
剤
散
布
を
し
て
発
生
源
を
除

『
去
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
台
所
は
常
に

［
清
潔
に
し
食
料
品
は
絶
対
に
害
収
に

ふ
れ
さ
せ
な
い
よ
う
保
管
に
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

1こ

旧
消
防
庁
舎
に
移
転

　
　
　
　
震
委
事
務
局

　
　
　
　
国
土
調
査
係

　
去
る
五
月
下
旬
以
来
、
本
町
六
の

新
潟
地
方
法
務
局
に
間
借
り
し
て
お

羅
し
た
嘔
業
奮
会
霧
局
は

㎜
十
六
日
か
ら
旧
消
防
庁
舎
に
移
転
を

｝
、
一
レ
た
し
ま
し
た
。
ま
た
本
庁
に
お
り

㎜
ま
し
た
国
土
調
査
係
も
農
委
事
務
局

蓄
っ
し
ょ
に
混
防
庁
倉
移
転

一
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
了
承
下
さ
い

I
I
垂
馨
ー
ー

議
会
の
記
事
を
く
わ
し
く

調世
査論

「
市
報
と
お
か
ま
ち
」

　
市
広
報
係
で
は
こ
の
ほ
ど
、
「
市
。
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
回
収
率
に
七

報
と
お
か
ま
ち
」
に
つ
い
て
の
置
論
六
％
と
初
め
て
に
し
て
は
上
汝
の
成

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
こ
の
結
果
績
で
し
た
。
各
質
間
事
項
の
回
答
は

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

い
た
し
ま
す
。
調
査
は
市
内
居
住
の
問
1
あ
な
た
は
「
市
報
と
お
か
ま

満
二
〇
才
か
ら
六
〇
才
ま
で
の
男
女
　
　
ち
」
を
読
ん
で
い
ま
す
か
。

三
百
人
を
基
本
選
挙
人
名
簿
か
ら
無
　
　
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は

作
為
佃
出
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
皆
①
毎
号
読
ん
で
い
る
一
三
七
（
六
〇

畔
§
…
E
厘
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
≡
≡
＝
…
≡
…
≡
＝
≡
＝
＝
＝
＝
ヨ
≡
≡
＝
ミ
＝
＝
…
≡
＝
…
陶
＝
3
≡
≡
＝
＝
＝
一
≡
≡
…
…
…
一
…
一
－
§
一
…
≡
…
一
…
…
”
≡
＝
＝
…
≡
≡
…
一
・
…
…
≡
…
＝
…
≡
一
，
…
≡
…
…
＝
＝
＝
…
＝
＝
＝
＝
≡
＝
≡
＝
…
…
一
…
…
＝
碍
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最
近
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

の
普
及
は
目
を
見
は
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
簡
単
に
手
軽
に
積
め
る

こ
と
か
ら
、
住
宅
に
も
畜
舎
に
も

工
場
に
も
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
使
う
場
所
も
建

物
の
基
礎
や
間
仕
切
壁
、
耐
力
壁

と
多
様
で
。
し
か
し
、
今
ま
で
建

て
ら
れ
た
大
半
は
地
震
に
対
し
て

は
非
常
に
危
険
な
造
り
方
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
か
．
そ
こ
で
せ

っ
か
く
造
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

安
全
な
も
の
で
あ
る
よ
う
建
策
に

安
全
の
た
謹
の
努
力
を
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
又
現
在
、
建

築
又
は
築
造
済
み
の
も
の
は
、
次

の
事
項
を
読
ん
で
建
築
士
に
安
全

の
た
め
の
万
法
を
相
談
し
て
み
て

下
さ
い
。

1
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
は

日
本
工
業
規
格
品
（
T
I
S
マ
ー

ク
の
あ
る
も
の
）
叉
は
試
験
耐
力

の
保
証
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使

う
。2
、
建
物
の
基
礎
に
ブ
ロ
ッ
ク
を

使
う
場
台
は
巾
十
五
移
層
（
五
寸
）

耐
力
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
使

わ
な
い
。
　
（
値
段
は
軽
量
ブ
ロ
ッ

ク
は
高
く
、
重
量
ブ
ロ
ッ
ク
が
安

い
）3

、
建
物
の
基
礎
で
四
段
以
上
積

む
時
は
「
た
て
」
「
よ
こ
」
共
に

鉄
筋
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
（
鉄

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を

積
ま
れ
る
皆
さ
ん
へ
〃
●

か
二
十
移
材
（
七
寸
）
の
も
の
を

使
う
。
こ
の
場
合
C
種
ブ
ロ
ッ
ク

（
重
量
プ
ロ
ッ
ク
）
を
使
う
。
間

仕
切
壁
下
な
ど
、
力
の
余
り
加
わ

ら
な
い
処
は
B
種
ブ
ロ
ッ
ク
（
中

量
）
を
使
っ
て
も
よ
い
が
、
A
種

ブ
ロ
ッ
ク
（
軽
量
ブ
ロ
ッ
ク
）
は

筋
を
入
れ
る
と
地
震
に
強
い
）

積
み
方
は
芋
目
地
（
竪
積
目
が
垂

直
線
に
な
る
も
の
）
と
し
な
い
で

破
れ
目
地
（
レ
ン
ガ
積
み
と
同
じ

目
地
）
と
す
る
。

4
、
A
種
ブ
ロ
ッ
ク
は
建
物
の
基

礎
に
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。
独
立

基
礎
の
繋
ぎ
と
か
、
簡
単
な
彪
へ

い
μ
と
か
荷
重
の
か
＼
ら
な
い
処

に
し
か
使
わ
な
い
こ
と
。

叉
十
五
移
（
五
寸
）
巾
以
下
の
ブ

ロ
ッ
ク
は
建
物
の
基
礎
の
よ
う
に

力
の
か
か
る
処
に
は
使
わ
な
い
こ

と
。5

、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
は

土
留
や
擁
壁
、
地
下
室
の
壁
に
使

っ
て
は
な
ら
な
い
。

6
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を

壁
に
し
て
（
耐
力
壁
と
云
う
）
直

接
、
小
屋
組
（
屋
根
）
を
の
せ
た

り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
や

屋
根
と
か
、
鉄
骨
の
架
を
の
せ
た

り
す
る
建
物
を
造
る
と
き
は
必
す

建
築
士
に
設
計
さ
せ
て
、
そ
の
通

り
施
工
さ
せ
る
。

　
　
　
（
十
日
町
士
木
出
張
所
）

6
8
3
璽
謬
・
3
冒
8
雷
2
3
g
■
一
藝
8
3
3
題
3
一
。
論
呂
3
．
薯
一
一
畠
3
昌
3
3
昌
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．
昌
＝
＝
2
3
3
8
呂
呂
3
一
．
■
3
＝
3
一
＝
＝
昌
＝
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＝
，
3
3
騨
3
。
．
8
3
電
＝
3
．
■
■
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＝
＝
罵
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＝
の
3
器
＝
＝
＝
昌
＝
3
幅
雷
雷
3
＝
霊
昌
3
＝
3
8
噌
呂
3
罵
■
2
一
一
冒
一
一
3
3
雰
一
3
3
8
3
8
8
8
＝
霞
3
一
一
署
鱒
器
■
＝
“
8

唱
■
■
．
剛
一
＝
・
．
呂
＝
－
。
．
3
1
．
一
昌
＝
．
＝
印
一
．
・
・
．
＝
…
o
胃
■
＝
＝
一
．
．
二
冒
＝
＝
6
…
＝
＝
膨
＝
．
．
。
．
曙
＝
＝
＝
．
．
．
臼
一
一
一
＝
＝
．
。
．
”
＝
．
3
＝
■
…
．
＝
3
」
＝
一
．
．
＝
＝
。
隔
＝
■
－
薗
＝
＝
・
．
＝
＝
－
＝
＝
＝
曽
＝
3
一
曜
＝
・
零
＝
3
一
3
＝
■
扁
＝
2
一
”
＝
昌
＝
＝
・
＝
＝
＝
霊
＝
一
＝
＝
…

　
　
　
八
　
月

　
　
　
　
一
★
最
近
、
集
中
豪
雨

　
　
衣
…

　
　
　
：
㌧
に
よ
る
洪
水
が
多
い

よ
う
で
す
。
水
道
、
井
戸
て
使
え

な
く
な
る
と
、
子
供
の
下
着
の
よ

ご
れ
に
と
て
も
困
り
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
の
肌
着
、
オ
ム
ツ
は
貴
重
品

と
一
緒
に
し
て
、
す
ぐ
使
用
で
き

る
も
の
を
必
す
何
組
か
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

★
「
ふ
と
ん
の
手
入
れ
は
ス
イ
カ

を
食
べ
る
こ
ろ
よ
り
は
じ
め
よ
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
う
ち
直
し
の
必

要
な
綿
は
、
ま
と
め
て
皐
目
に
綿

屋
に
出
し
ま
す
。
皮
だ
け
を
と
り

か
え
る
ふ
と
ん
は
、
ほ
ど
い
て
、

朝
九
時
か
ら
二
時
頃
ま
で
綿
を
干

し
て
お
き
ま
す
。
ふ
た
た
び
綿
を

・
膠
層
9
0
一
1
2
『
o
O
■
o
●
■
o
■
■
9
■
・
■
曜
雪
9
，
●
●
■
o
●
●
0
9
0
0
9
0
■
■
0
3
の
一
韓
o
・
．
一
〇
雪
晒
●
■
■
o
o
．
6
一
●

入
れ
る
時
は
、
ガ
ー
ゼ
ー
の
よ
う

な
も
の
で
、
綿
を
く
る
ん
で
か
ら

皮
を
か
ぶ
せ
る
と
、
体
の
湿
気
を

よ
く
吸
い
と
っ
て
く
れ
る
の
で
寝

心
地
が
よ
く
な
り
ま
す
。

…
，
，

「
、
、
㎜
★
「
畑
中
（
は
た
な

｝
食

　
　
－
…
－
…
か
）
に
増
ま
れ
者
の

カ
ボ
チ
ャ
で
す
」
と
い
う
川
柳
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
カ
ポ
チ
ャ

は
あ
ま
り
好
か
れ
な
い
よ
う
で
す

が
、
変
わ
っ
た
料
理
法
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　
カ
ボ
チ
ャ
を
、
・
、
カ
ヅ
．
弄
型
に
切

っ
て
、
塩
ゆ
で
に
し
て
、
バ
タ
ー

を
つ
け
て
食
べ
ま
す
。
簡
単
で
、

栄
養
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
畑
の
中

で
も
、
洋
食
好
き
な
若
い
人
に
も

向
く
オ
ヤ
ッ
に
な
り
ま
す
。

★
梅
ぽ
し
を
毎
H
ひ
と
つ
づ
つ
食

　
　
．
0
曜
2
0
■
0
■
0
1
一
〇
〇
〇
一
〇
〇
●
一
〇
曽
■
■
■
■
●
9
薗
・
〇
一
●
■
0
●
●
騨
，
■
0

べ
る
と
目
が
よ
く
な
る
と
か
、
健

康
に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
梅
ぽ

し
ば
か
り
で
な
く
、
お
酢
を
使
っ

た
料
理
、
た
と
え
ぱ
お
す
し
、
キ

ウ
リ
も
み
な
ど
も
、
た
し
か
に
か

ら
だ
に
よ
い
の
で
す
。
そ
え
も
の

に
し
て
、
な
る
べ
く
継
続
的
に
食

べ
ま
し
よ
う
。

★
山
盛
り
の
ト
マ
ト
が
で
る
こ
ろ

で
す
。
ジ
ュ
ー
サ
ー
が
な
く
て
も

簡
単
に
で
き
ま
す
か
ら
、
お
た
め

し
か
た
が
た
飲
ん
で
下
さ
い
。

　
ま
す
、
熱
傷
に
ト
マ
ト
を
く
ぐ

ら
せ
る
と
、
き
れ
い
に
皮
が
む
け

ま
す
。
こ
れ
を
ウ
ラ
ゴ
シ
し
て
、

砂
糖
と
酢
を
好
み
に
入
れ
ま
す
。

こ
れ
で
で
き
あ
か
り
。
冷
や
し
て

か
ら
飲
め
ぱ
、
夏
向
き
に
上
女
で

す
。

・
騨
■
6
0
賜
O
O
億
騨
9
・
O
O
馳
9
●
■
■
O
o
9
・

　
　
・
六
％
）

②
時
女
読
む
六
七
（
二
九
・
六
％
）

③
読
ま
な
い
　
二
二
（
九
・
八
％
）

問
2
あ
な
た
の
家
で
は
広
報
紙
を
読

　
ん
で
か
ら
ど
う
し
ま
す
。

①
ど
じ
て
保
存
す
る
五
四
（
二
八
・

八
％
）

②
す
て
て
し
ま
う
六
四
（
二
八
・

三
％
）

③
そ
の
他
一
〇
八
（
四
七
・
九
％
）

問
3
あ
な
た
は
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
に
つ
い
て
何
に
よ
る
の
が
よ
い
と

思
い
ま
す
か
。

①
市
報
と
翁
か
ま
ち
一
四
〇
（
六
一

　
・
九
％
）

②
回
覧
八
○
　
（
三
二
・
二
％
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濯

…
一
一
置
…
叶
櫨
纏
薩
κ

は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
す
ぐ
わ
か

る
所
に
お
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
屋
根
や
雨
戸
、
ト
イ
レ
な
ど
、

い
た
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
早
目
に

手
入
れ
を
し
、
天
気
予
報
に
注
意

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
っ
と

も
、
予
報
は
あ
く
ま
で
予
報
で
、

台
風
の
コ
ー
ス
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
「
無
駄
に
な
っ

て
幸
い
」
と
思
う
ぐ
ら
い
の
気
持

で
、
あ
れ
こ
れ
準
備
す
る
こ
と
で

す
。
　
自
分
の
家
だ
け
で
な
く
、
近
所

の
へ
女
と
も
相
談
し
て
、
共
同
の

対
策
を
た
て
る
と
、
被
害
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

心
強
い
も
の
で
す
。

●
隔
一
願
o
■
．
ー
ロ
膨
9
●
O
O
●
・
9
0
卿
一
■
〇
一
●
曽
0
9
一
■
一
電
・
0
6
一
一
一
9
●
・
鮪
0
■
■
■
．
1
一
臼
●
O
鱈
曽
暉
■
。
・
一
一
〇
■
一
鱒
臼
〇
一
，
・
O
曹
●
一
■
・
一
”

「③
そ
の
他
　
六
　
　
（
二
・
九
％
）

問
4
あ
な
た
は
「
市
報
と
お
か
ま

　
ち
」
の
発
行
日
を
知
っ
て
い
ま
す

　
か
。

｝
①
知
っ
て
い
る
一
一
〇
（
四
八
．
六

｝　％
）

　
　
　
　
　
　
　
○
八
（
四
七
・
七

②
知
ら
な
い

　
％
）

③
記
入
な
し
　
八
　
（
三
・
七
％
）

問
5
「
市
報
と
お
か
ま
ち
「
の
発
行

　
日
は
毎
月
一
五
日
で
す
が
あ
な
た

｛
の
家
に
配
ぱ
ら
れ
る
の
は
い
つ
で

　
す
か
。

①
当
日

②
翌
日

③
一
一
日
後

④
三
日
後

⑤
そ
の
他

一
九
　
（
八
・
四
％
）

五
七
（
二
五
・
二
％
）

三
五
（
一
五
・
四
％
）

五
六
（
二
四
・
七
％
）

五
九
（
二
六
・
三
％
）

　
間
6
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
の
発
行

　
①
月
一
回
で
よ
い
一
五
七
（
六
九
．

　
　
四
％
）

　
②
月
二
回
が
よ
い
六
九
（
三
〇
．
六

　
　
％
）

　
問
7
あ
な
た
は
「
市
報
と
お
か
ま

　
　
ち
」
の
う
ち
ど
れ
を
多
く
望
み
ま

　
　
す
か
。

　
①
市
議
会
の
記
事
一
一
六
（
二
二
・

　
　
五
％
）

　
②
市
の
財
政
に
つ
い
て
六
七
（
一
三

　
　
・
○
％
）

　
③
農
業
関
係
記
事
八
六
（
一
六
・
六

　
　
％
）

　
④
保
険
衛
生
一
〇
一
（
一
九
・
六

，
霧
　
。
（
二
●
六
％
）

・
・
数
は

『
■
　
曹

一8●■一ー6

⑥
季
節
写
真
　
二
五
（
四
・
八
％
）

⑦
マ
ン
ガ
　
　
｝
四
（
二
・
七
％
）

⑧
土
木
関
係
　
四
六
（
九
・
二
％
）

間
8
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
に
つ
い

一
て
の
あ
な
た
の
ご
肇
要
望
が

　
あ
り
ま
し
た
ら
二
、
三
行
お
書
き

　
下
さ
い
。

◎
市
民
の
声
も
の
せ
て
ほ
し
い
。

◎
年
に
｝
、
二
回
十
日
町
織
物
の
見

　
通
し
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
た
い

◎
若
い
人
が
も
っ
と
面
白
く
読
ま
れ

　
る
内
容
に
し
て
ほ
し
い
。

◎
記
事
が
固
す
ぎ
る
。

◎
投
書
欄
を
設
け
て
ほ
し
い
。

夏
業
関
係
の
記
毫
詳
細
に
．

一
◎
写
真
を
も
っ
と
多
く
、
又
社
会
的

｝一
　
記
事
も
と
り
あ
け
て
も
ら
い
た
い

◎
速
報
性
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

◎
市
議
会
の
間
答
を
詳
細
に
掲
載
し

　
て
も
ら
い
た
い
。

””“川“川1川”1胆1川鵬1闘II“川”量己1巳“III”lll”1”1量己1”6”81川”lll川II“田聖ll匹川川川邑15息川“1”llll川川昌畢1川睦””1”川””且III81一一

◎
発
行
日
を
月
二
回
に
し
て
も
ら
い

　
た
い
。

◎
旧
市
内
の
実
状
も
掲
載
し
て
ほ
し

　
い
．
事
奮
の
璽
島
り
た

一
い
．

｝
◎
青
年
の
生
活
記
録
も
載
せ
て
ほ
し

｝
い
・

…
◎
小
学
校
の
寄
附
の
こ
乏
．
を
深
く
知

　
り
た
い
。

・
◎
お
知
ら
せ
を
具
体
的
に
で
き
れ
ぱ

㎜一
増
頁
を
望
む

霧
雛
響
ゼ

一
い
．

◎
増
頁
を
願
う
。

◎
社
会
的
な
記
事
も
ほ
し
い
。

◎
安
全
衛
生
、
精
神
衛
生
、
面
の
記
事

も
。

運
転
に

注
意
〃

夏
の
夜
の
オ
ー
ト

夏
の
タ
方
サ
ッ
ソ
ウ
と
オ
ー
ト
バ

一
イ
を
譲
畜
年
の
象
多
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
調
子
に
の
っ
て
ス

ビ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
る
と
と
ん
で
も

な
い
事
故
を
起
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
而
街
地
で
一
杯
や
っ
て
の

帰
り
道
で
ス
ビ
ー
ド
を
出
す
の
は
危

な
い
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
の
慎
重
な

気
持
ち
な
ど
は
ど
こ
へ
や
ら
、
非
常

な
加
速
度
が
つ
い
て
い
る
の
で
坂
道

や
簡
り
角
で
突
然
ト
ラ
ッ
ク
が
き
た

ノ慌

イ

ら
／
と
思
う
と
ま
っ
た
く
ぞ
っ
と
し

ま
す
。
オ
ー
ト
バ
ノ
ぱ
か
り
で
な
く

軽
自
動
電
が
増
え
た
た
め
と
簡
鴬
に

運
転
で
き
る
安
易
さ
か
ら
、
非
常
に

事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
夏
の
夜
の
解
放
感
か
ら
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
酔
い
ど
れ
運
転

な
ど
に
よ
る
事
故
が
起
き
易
い
季
節

で
す
。
ヲ
．
う
か
運
転
に
は
良
く
注
意

し
て
、
せ
め
て
自
分
で
防
げ
る
事
故

は
起
さ
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今後の稲作管理
　病害虫防除に重点

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
は
気
象
感
応
…
…
い
う
誇
ら
し
い
気
持
ち
が
あ
ら
わ
れ

試
験
田
で
示
す
通
り
短
桿
多
け
つ
…
㎜
て
い
ま
す
、
只
今
の
中
条
中
学
校
は

型
で
生
育
が
非
常
に
お
く
れ
て
い
ま
揚
大
十
日
町
市
街
の
周
辺
を
な
し
て
、

す
。
こ
れ
か
ら
米
作
り
に
大
事
な
幼
一
…
薫
風
わ
た
る
縁
の
山
里
が
静
か
な
な

穂
形
成
期
や
穂
孕
期
出
穂
期
を
迎
㎜
…
が
め
を
展
開
し
、
市
街
地
へ
豊
か
な

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
生
産
は
…
…
野
菜
を
供
給
し
て
い
る
。
そ
の
農
家

次
第
に
軟
弱
過
繁
茂
の
傾
向
と
な
っ
…
…
の
子
弟
を
主
体
と
し
て
五
百
余
名
を

て
病
狼
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
よ
…
皿
収
容
し
て
お
り
ま
す
。
生
徒
急
増
の

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◎
病
害
虫
の
防
除
が
重
点

　
葉
イ
モ
チ
病
、
田
を
よ
く
廻
っ
て
一
…

早
く
見
つ
け
早
く
水
銀
剤
叉
は
ブ
ラ
川
川

エ
ス
剤
を
散
布
し
追
肥
を
や
め
て
穂
揚

肥
ま
で
ま
ち
ま
し
ょ
う
。

◎
穂
首
イ
モ
チ
病

　
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
メ
イ
皿
…

虫
防
除
同
様
年
中
行
事
の
一
つ
に
加
川
…

え
穂
孕
期
よ
り
共
同
防
除
を
す
る
よ
…
…

う
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
一
…

◎
害
虫
　
　
　
　
　
　
…
…

　
早
く
発
見
し
B
H
C
を
ま
き
ま
し
…
…

よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
…
｝

◎
櫨
肥
　
　
　
　
　
　
㎜
…

　
中
間
追
肥
は
や
め
出
穂
二
十
五
～
…
…

二
十
日
前
に
穂
肥
と
し
て
十
ア
ー
ル
…
…

　
新
潟
気
象
台
μ

嚢
で
は
、
㎜
己
つ

鞠
粛
鍔
㎜
の
偽

舌
頃
で
・
…
…
◎

猪
鯉
勲
幕

上
旬
の
後
半
と
皿
…
堀
口
大
学
先
生
作
詞
の
校
歌
の
｝

中
旬
末
に
は
大
｝
…
節
に
『
中
の
字
四
つ
の
旗
の
も
と
』

雨
の
お
そ
れ
が
”
川
と
う
た
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
…
岬
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
●

あ
り
、
二
十
日
…
…
「
中
魚
沼
郡
中
条
村
立
中
条
中
学
校
」

か
ら
二
十
五
日
…
㎜
と
、
四
つ
の
”
中
4
の
字
が
あ
っ
て

に
は
低
目
が
予
…
…
中
魚
沼
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
育

　
　
　
　
　
　
　
教
一

　
　
　
　
　
　
　
学
校

　
　
　
　
　
　
　
中
学

　
　
　
　
　
　
　
村
中

　
　
　
　
　
　
　
農
条

　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
皮
｝

　
　
　
　
　
　
　
脱

約
百
七
十
名
ほ
ど
の
う
ち
約
半
数
が

英
語
、
数
学
を
選
ぶ
、
い
わ
ゆ
る
受

験
コ
ー
ス
を
と
り
農
業
を
主
と
す

る
コ
ー
ス
を
選
ぶ
者
は
一
割
に
満
た

な
い
数
で
あ
り
、
商
業
を
主
と
し
て

学
ぶ
者
が
二
割
弱
で
あ
り
ま
し
た
。

来
年
度
は
工
業
を
加
え
る
こ
と
に
し

場
に
本
校
を
お
い
て
大
井
田
、
中
条

小
学
校
の
卒
業
生
を
、
飛
渡
地
区
に

は
第
一
、
第
二
の
分
校
を
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
小
学
校
の
卒
業
生
を
収
容

し
て
い
ま
す
。
飛
渡
中
学
を
作
ろ
う

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌣

鱒
難
難
鯨
“
“
鱗
鍵
．

校
区
内
で
は
機
業
や
そ
の
他
の
工
業

に
関
係
す
る
人
々
、
市
街
地
に
勤
務

す
る
人
が
次
第
に
増
加
し
て
お
り
、

学
校
の
卒
業
生
で
農
家
の
経
営
者
に

な
ろ
う
と
す
る
も
の
が
激
減
し
て
い

る
の
に
、
学
校
は
農
村
学
校
の
設
備

の
ま
＼
お
茶
を
に
ご
し
て
い
る
わ
け

に
ば
行
き
ま
せ
ん
。
近
代
都
市
学
校

へ
の
前
進
が
急
速
に
は
か
ら
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
が
、
さ
て
事
態

は
仲
女
困
難
で
あ
り
ま
す
。
生
徒
数

よ
う
．
根
腐
田
は
蕩
茜
蕩
．
位
㎜
凝
入
の
藷
が
震
盆
と
も

を
加
え
た
方
が
よ
い
　
叉
堅
く
な
っ
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
で
十
五
名
を
数
え
る
と
い
っ
た
大
異

て
か
ら
肥
切
れ
の
す
る
処
は
出
穂
前
柳
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
動
を
見
た
の
で
、
校
内
の
空
気
が
大

十
五
日
頃
量
を
4
、
っ
と
減
ら
し
て
施
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

用
す
る
と
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
…
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
新
制
中
学
は
、
ど
こ
で
も
戦
後
の

◎
除
草
　
　
　
　
　
　
　
　
”
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱
急
建
築
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、

　
機
械
除
草
は
稲
体
生
理
上
よ
く
な
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
粗
末
で
あ
り
ま
す
が
、
我
が
中
条
中

い
か
ら
や
め
て
出
穂
三
十
～
三
十
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諾
学
は
定
時
制
高
校
の
分
校
も
同
居
し

五
日
前
に
二
四
D
な
ど
の
除
葦
剤
を
…
…

ま
き
の
こ
り
「
茎
は
抜
叢
り
…
…
て
い
て
鰭
擾
も
多
い
の
で
、
近

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
年
特
に
修
理
を
必
要
と
す
る
個
所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
多
く
な
り
ま
し
た
。

◎
水
管
理
　
　
　
　
　
　
　
協

　
出
穂
三
十
五
～
四
十
日
前
に
わ
…
…
汽
車
に
バ
ス
に
、
交
通
の
便
利
な

く
田
な
ど
は
根
が
不
健
全
で
あ
る
と
…
㎜
大
井
田
、
中
条
地
区
は
急
速
に
市
街

稔
実
を
悪
く
虎
畠
伏
を
す
る
の
…
…
地
化
し
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
て
行

で
中
干
し
・
幼
穂
形
態
期
迄
は
浅
…
…
き
ま
す
。
離
農
者
が
増
し
て
き
ま

水
管
理
が
よ
く
、
穂
孕
期
及
び
出
隅
す
。
学
校
で
は
新
し
い
指
導
要
領
に

穂
期
は
間
断
排
水
叉
は
掛
流
し
を
川
…
嬉
処
し
て
、
選
択
教
科
を
決
定
し
ま

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
…
…
し
た
が
、
こ
と
し
の
三
年
生
の
場
合

当
、
ぎ
七
♂
蟹
内
施
用
し
ま
し
…
…
誌
と
は
い
え
ど
と
し
は
新
採
用
増
加
と
か
ら
み
合
っ
て
・
肇
が
な

い
、
設
備
が
な
い
、
教
師
が
そ
ろ
わ

な
い
、
設
備
の
た
め
の
資
金
は
簡
単

に
は
出
来
な
い
等
女
の
な
や
み
が
学

校の前

途
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
も
っ
と
問
題
な
の
は
、
た
と
え

設
備
が
速
や
か
に
整
う
に
し
ま
し
て

も
、
設
備
を
完
理
し
、
活
用
出
来
る

教
師
に
不
足
を
来
た
し
た
り
、
教
育

を
受
け
る
側
の
生
徒
や
、
そ
れ
を
と

り
ま
く
環
境
の
意
識
が
農
村
型
に
止

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
科

学
技
術
と
い
う
も
の
の
も
っ
と
以
前

の
生
活
訓
練
や
初
歩
的
教
科
の
徹
底

が
な
く
て
は
、
折
角
の
設
備
も
生
き

て
参
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
社
会
教
育

の
一
つ
の
聞
題
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　
新
座
を
除
い
た
旧
中
条
村
の
中
学

生
全
部
を
擁
す
る
中
条
中
学
は
、
平

情
や
意
議
の
差
異
だ
と
か
、
管
理
上

の
困
難
等
が
本
分
校
の
お
互
い
を
束

縛
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
経
営
が
む

づ
か
し
い
学
校
と
銘
う
た
れ
て
い
ま

す
。
分
校
区
域
の
生
徒
を
寄
宿
舎
に

収
容
し
た
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
ま

わ
し
た
り
と
い
う
経
営
が
、
川
治
、

水
沢
、
中
里
村
等
で
成
功
し
、
県
外

か
ら
の
視
察
者
が
続
い
て
い
る
今
日

で
す
が
、
飛
渡
地
域
で
は
ま
だ
本
校
、

へ
全
生
徒
を
入
れ
よ
う
と
踏
み
切
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け

困
難
な
事
情
が
あ
る
事
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
本
分
校
間
の
教
師

や
生
徒
間
の
親
睦
は
、
創
立
の
趣
旨

に
十
分
副
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事

例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
事
は
関
係

者
の
努
力
の
賜
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
旺
盛
な
成
長
期
に
あ
る
中
学
生
に

は
ス
ボ
ー
ツ
奨
励
が
大
切
で
、
ど
こ

の
中
学
校
で
も
特
色
あ
る
指
導
を
し

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
学
校
で
は

陸
上
競
技
に
も
よ
い
成
績
を
圧
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
男
女
と
も

市
内
大
会
に
運
続
優
勝
し
、
卓
球
で

も
、
す
ぐ
れ
た
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。
随
分
遠
い
学
校
か
ら
練
習
試
合

な
ど
を
申
し
込
ま
れ
て
意
気
大
い
に

揚
が
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
教
育
目
標
に
は
『
学
力
の
向
上
を

は
か
る
』
『
積
極
的
に
行
動
す
る
』

と
う
た
い
、
近
代
産
業
人
た
る
の
資

質
の
基
礎
を
培
か
う
こ
と
を
職
員
、

生
徒
と
も
に
期
し
「
正
し
い
判
断
力

を
養
う
」
と
い
う
究
極
目
標
を
お
い

　
　
ル

て
学
校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し

ょ
う
と
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
．
当

校
の
卒
業
生
は
、
進
学
し
た
者
も
就

職
し
た
も
の
も
評
判
の
い
＼
人
が
多

い
と
い
う
歴
史
を
け
が
さ
な
い
よ
う

に
し
て
、
新
時
代
の
要
求
す
る
人
材

に
育
て
た
い
も
の
で
す
．

「
名
門
、
中
条
の
近
代
化
へ
の
歩
み

は
中
学
校
か
ら
」
我
が
校
の
生
徒
一

人
一
人
の
胸
に
こ
ん
な
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
躍
動
し
で
い
ま
す
。
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